
第
３
回 

金
文
に
つ
い
て 

２   

2020/10/11 1 

頌
壺 

（西
周
晩
期
） 
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古
代
の
邑
落
（ゆ
う
ら
く
） 

城
郭
都
市…

城
壁
で
周
囲
を
囲
み
堅
固
に
防
御
し
た
都
市
を
指
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

土
塁
、
堀
な
ど
も
防
御
施
設
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ
ジ
プ
ト
文
明
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
、 

 
 

 
 

 
 

 

中
国
文
明
や
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
各
地
に
誕
生
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

城
郭
都
市
の
起
源
は
環
濠
集
落
と
考
え
ら
れ
、
新
石
器
時
代
に 

 
 

 
 

 
 

 
農
耕
が
誕
生
す
る
と
と
も
に
世
界
各
地
で
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
。 

古
代
エ
ジ
プ
ト
のB

u
h

en

の
復
元
図 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紀
元
前
19
世
紀 

ド
イ
ツ 

 

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（模
型
） 

西
安
の
城
壁
と
水
堀 

江
戸
城
の
外
郭 

戦
国
時
代
、
趙
の
都
と
し
て
栄
え
た
邯
鄲
。 

「邯
鄲
の
夢
（枕
）」の
故
事
で
知
ら
れ
る
。 
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京
都
の
御
土
居
（お
ど
い
） 

  

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
京
都
を
囲
む
土
塁
。
外
側
の
堀
と
あ
わ
せ
て
御
土
居
堀 

 
 

と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。
聚
楽
第
、
寺
町
、
天
正
の
地
割
と
と
も
に
秀
吉
に
よ
る
京
都
改 

 
 

造
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
一
部
が
京
都
市
内
に
現
存
し
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

大
宮
土
居
町
の
御
土
居
。
中
央
の
凹
地 

が
堀
。
土
塁
は
左
側 

鷹
峯
旧
土
居
町
（御
土
居
史
跡
公
園
） 

の
御
土
居 
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版
築 

ブ
ー
タ
ン
の
版
築
に
よ
る
建
築 

法
隆
寺
の
版
築
塀 

説文

牝 
甲骨

滅 

版 …
 

片
は
城
壁
な
ど
を
築
く
と
き
の
、 

 
 

 

版
築
に
用
い
る
あ
て
木
の
形
。
片
を 

 
 

 

両
辺
に
立
て
、
中
に
土
を
盛
り
、
こ 
 

 
 

れ
を
つ
か
た
め
て
土
塁
と
す
る
。 

 
 

 

そ
の
方
法
を
版
築
と
い
う
。 
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ア
ー
チ
状
の
門
の
形
。
上
に
望
楼
を
設
け

る
。
こ
れ
を
軍
営
や
都
城
の
入
り
口
に
建

て
た
。
〔説
文
〕五
下
に
「人
の
爲
（つ
く
）

る
所
の
絶
（
は
な
は
）だ
高
き
丘
な
り
。
高

の
省
に
從
ふ
。
専
（こ
ん
）は
高
き
形
に
象

る
」と
す
る
が
、
字
は
高
丘
の
形
で
な
く
、

上
部
も
屋
根
の
形
で
あ
る
。 

雲雷文 
青
銅
器
の
紋
様 



寧
郷 

広 

2020/10/11 6 

湖
南
省
寧
郷
出
土
青
銅
器 

鐃 
 

三
星
堆
遺
跡
出
土
青
銅
仮
面 
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淮
河
（わ
い
が 

別
称
：
淮
水
） 

長
江
・黄
河
に
次
ぐ
第
三
の
大
河
。
古
く
は 

「河
」が
黄
河
の
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
の
で
、 

淮
水
と
呼
ん
だ
。
長
さ
は
一
〇
七
八
㎞
、 

流
域
面
積
は
一
七
四
〇
〇
〇
㎢
に
及
ぶ
。 
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文王（? - 紀元前1051年） 
①武王（前1046年? - 前1043年） 
②成王（前1042年 - 前1021年） 
③康王（前1020年 - 前996年） 
④昭王（前995年 - 前977年） 
⑤穆王（前976年 - 前922年） 
⑥共王（前922年 - 前900年） 
⑦懿王（前899年 - 前892年） 
⑧孝王（前891年 - 前886年） 
⑨夷王（前885年 - 前878年） 
⑩厲王（前877年 - 前841年） 
⑪共和（前841年 - 前828年） 
⑫宣王（前827年 - 前782年） 
⑬幽王（前781年 - 前771年） 
  携王（前770年 - 前750年） 

周王一覧（西周） 

※一般的な学説に基づく 

周
代
青
銅
器
の
様
相 

第
一
期
（文
・武
・成
・康
） 

 
 

健
爽
（雄
健
で
さ
わ
や
か
）か
つ
伸
び
や
か
で
明
る
く
、
細
か
い
こ
と
に
拘
泥
し
な
い
。 

 
 

紀
年
銘
が
入
っ
た
も
の
が
少
な
い
。
（年
代
の
特
定
が
困
難
） 

 

第
二
期
（昭
・穆
・共
（恭
）・懿
・孝
） 

 
 

礼
楽
制
度
や
政
治
体
制
の
安
定
を
背
景
に
、
体
裁
の
美
し
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。 

 
 

 

「緊
湊
体
」 

 

第
三
期
（夷
・厲
・共
和
・宣
・幽
） 

 
 

堂
々
と
し
た
構
え
の
も
の
、
端
正
で
美
し
い
も
の
な
ど
多
様
性
が
み
ら
れ
る
。 

 
 

 

毛
公
鼎
な
ど
長
文
の
も
の
が
あ
る
。 

殷
代
青
銅
器
銘
文
の
様
相 

 
 

蓊
鬱
（お
う
う
つ
・草
木
が
盛
ん
に
茂
る
さ
ま
）で
、
神
霊
の
気
を
感
じ
さ
せ
る
重
厚
な
文
字
。 
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昭
王
の
在
位
年
に
対
す
る
元
旦
の
干
支
番
号
（殷
周
革
命
をB

C

一
〇
七
五
年
と
し
て
） 

B.C. 
元旦の干支番号 

断
代
に
つ
い
て
（年
代
を
特
定
す
る
こ
と
） 

○ 
古
代
の
暦
は
春
秋
時
代
ま
で
復
元
（春
秋
長
暦
） 

 
 

 
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。 

 
 

 

白
川
説
で
は
殷
周
革
命
を
紀
元
前
一
〇
七
五
年
と
比
定
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（一
般
的
に
は
一
〇
四
六
年
） 

○ 

月
相
に
よ
る
一
月
の
分
割 

 
 

 

初
吉
（一
日
～
八
日
）・
既
生
覇
（九
日
～
十
五
日
）・既
望
（十
六
日
～
二
十
三
日
） 

 
   

・既
死
覇
（二
十
四
日
～
三
十
日
） ※

望
（十
五
日
） 

干
支
番
号 
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盨
の
例 

達
盨
蓋
銘
（た
つ
し
ゅ
が
い
め
い
） 

鳥
の
形
。
〔説
文
〕四
上
に
「鳥
の
短
尾
な
る 

も
の
の
総
名
な
り
」と
い
う
。
卜
文
で
は
、 

神
話
的
な
鳥
の
表
示
に
は
鳥
を
か
き
、 

一
般
に
は
隹
を
用
い
る
。
語
法
と
し
て
は
「
隹 

（こ
）れ
」と
い
う
発
語
に
用
い
、
文
献
で
は 

唯
・惟
・維
を
用
い
る
。 

  

＋
隹
（す
い
）。
〔説
文
〕二
上
に
「諾
す
る 

な
り
」と
あ
り
、
唯
諾
は
応
答
の
語
で
あ
る
。 

ま
た
口
に
従
う
字
と
す
る
が
、
口
は
祝
告
の 

器
で
あ
る

（
さ
い
）で
、
祈
り
。 
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段
𣪘 
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顧
鳳
文 

匽
侯
盂 

え
ん
こ
う
う 

西
周
中
期
（穆
王
期
） 
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三十年虎𣪘蓋についての記述 

三十四年鮮𣪘についての記述 

穆
王
期
の
紀
年
銘
を
持
つ
青
銅
器 
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白
川
静
著
作
集
《金
文
通
釈
》 
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狩
野
直
喜
（か
の 

な
お
き
、
18
68
年- 
19
47
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

肥
後
国
（現
熊
本
県
）生
ま
れ
の
中
国
学
者
（
中
国 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
学
・中
国
哲
学
・敦
煌
学
）
。
京
都
帝
国
大
学
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

誉
教
授
。
字
は
子
温
、
号
に
君
山
、
半
農
人
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
藤
湖
南
・桑
原
隲
蔵
と
並
ぶ
京
都
学
派
の
創
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

者
の
一
人
。  

内
藤 

湖
南
（
な
い
と
う 

こ
な
ん
、
18
66
年 -

19
34
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
の
東
洋
史
学
者
。
名
は
虎
次
郎
。
字
は
炳
卿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（へ
い
け
い
）。
湖
南
は
号
。
別
号
に
黒
頭
尊
者
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
鳥
庫
吉
と
共
に
戦
前
を
代
表
す
る
東
洋
学
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
戦
前
の
邪
馬
台
国
論
争
、
中
国
に
お
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
唐
宋
変
革
時
代
区
分
論
争
な
ど
で
学
界
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
分
し
た
。  

橋
本 

循
（は
し
も
と 

じ
ゅ
ん
、
18
90
年 - 

19
88
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
の
中
国
文
学
者
。
現
在
の
福
井
県
越
前
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
ま
れ
。
雅
号
・蘆
北
。
京
都
帝
国
大
学
文
科
大 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
文
学
科
修
了
。
19
28
年
立
命
館
大
学
予
科
教 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

授
。
19
46
年
同
法
文
学
部
文
学
科
部
長
。
19
49 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
「漢
魏
六
朝
文
学
思
想
論
」で
京
大
文
学
博
士
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
大
文
学
部
長
・
文
学
研
究
科
長
を
数
次
務
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
命
館
理
事
。
19
59
年
特
別
任
用
教
授
。
19
69
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
誉
教
授
。
白
川
静
の
師
匠
。
記
念
し
て
蘆
北
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
設
け
ら
れ
た
。 
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師
遽
𣪘
銘
（蓋
） 

窩 

凌 

十
朋 

 

十 
 

朋 
 

貝
を
綴
っ
た
形
。 

一
連
二
系
。 

算
木
に
用
い
る 

縦
の
木
の
形
。 

 

師遽𣪘 
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虎
𣪘
銘
（蓋
）  
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趩
觶
（よ
く
し
）
銘 
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鮮
𣪘
銘 

※
 

祼
は
［字
音
］カ
ン
（ク
ヮ
ン
） 

［字
訓
］き
よ
め
。 

声
符
は
果
（か
）。
清
め
の
酒
を
そ
そ
い
で
は
ら
う
こ
と
。 

き
よ
め
。
き
よ
め
の
祭
。
祭
の
時
、
酒
を
く
み
か
わ
す
こ
と
。 
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共
王
期
の
紀
年
銘
を
持
つ
青
銅
器 

呉
方
彝
銘
（蓋
） 

方
彝 

前
九
四
六

 
 

舌
鼎 

 

元
年
六
月
既
望
乙
亥

×
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四
十
二
年
逨
鼎 

 



2020/10/11 22 

四
十
三
年
逨
鼎 

 


